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　筆者らは，金属鉱床密集地城広城調査の一環として，

昭和騰年農（19磁）に実施した北鹿地帯の地表地質調査

研究に従事した．筆者らが分担した範闇は，秋繊県北鹿

郡八幡平および岩畢県二戸郡安代町の…部が含漆れてい

る。各人の分抵範翻捻，第1図に示Lたとお夢である．

　調査範麟・調査／三1数そグ）臨に，かな！りの制約をうけ

鳴充分な調査活動がで慧なかった。とくに，本調査地

域の周辺グ）地質をみることができなかったこ七，ならび

に北秋田地域の地麟模式地をみる機会がなく充分な調査

結果はえられなか・：・た、これらの聞題については，さ‘）

に甥の機会に報告し，さしあたって今回ぴ）概要を報告す

る導

本地域の新第鷺紀麟を，総括して第黛表に示す轡また

各地層の器相は，第3図紅示す．

　黛．鷺．麓　、兄州麟

　この地麟は，この地域騨）新第三紀麟中もやとも下位の

ものであウて、岩相上の特徴から3つの部層にわけられ

る。す隷わも泥岩・砂岩の互麟力繍）なる下部／鄭凝灰岩

からなる申部層，溌岩勝ち匪凱層からなる上部騰。

　模式地1兄川流域

　分布1第鷺図に牽すとおり，兄川流域・穴内沢上流な

らびに臼沢付近．

　岩相1下部麟は，凝灰質砂繕と凝灰質泥岩の薄互層か

らな絵，部分的に凝灰岩圭一2凱を鋏む、中部層は，い

わゆるベダタフとよぱれる緑色凝灰岩を主、とし，まれに

異質の小角岩を含有する．、1二部灘は，凝灰質泥聡と凝灰

量、麟　　序

　本地域の地質層序は，基盤をな

す古生層とグリンタフ地向斜に伴

う新第三系堆積層ならびに第照系

からなる．本地域の層序を総括し

て第里表に示す．

　蒙．輩古生憾

　古生層の分布は，地域ヴ）遜都お

よび中南都紅，地塁状にみられ

るのとくにその分布の広いものは

八森山（嚢（）嵯灘）以鱗のもグ）と兄

川支流折合沢を中心とするもので

ある。岩相は，千枚岩・粘板嚢・

珪質岩類および輝緑岩等によつて

構成される、廉た一部では，片磨

状を暴する所もみられる．
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片が多禦に含まれる、、藩類の化二ぐ二ずは認めていない。

　窯．黛．窯　プく1内妻蔦壌i

　この地層は，かなり急激な堆積相を示し，湯瀬含礫凝

！天キ霧騨）嚢鐵底1縦，響壌朴1にあhたり号その分・箸∫グ）／叢率轄襲撃著葺遊率il

的である⇔

　模式地、1穴内沢｝王二流

　づ｝唾ll鐸1黛1、補にカヤずとオ繋り八牽鎌i．liアツ1プリフト篶1葺澄の

，、一・部・湯瀬淵、泉対岸（米代川）　婚穴内沢．上流捲兄、撰東部

の臼沢・蕩禽沢・比iま1沢等にみ罫松れ，湯瀬含礫凝灰撃 1層

ヴ）基1底音5を事毒β父じて誓・る。

　媛相1主として古蓋iガよ賛由来する、辮、を多就に含み，

蜜浄もにラ菰芦拝響の摺・革ぎ・萎変榔潔糞葺．／．1摩1・塁ギi襲1斑三ギ1瓶ど臨のぞi蟻力＆

みとめられる，、

　これらの礫は，亜角壌樂一角燕樂で，径里灘．以』熱のものを

・含み，小礫㌶レ・たるまで1響馨汰をうけること弧く堆積し』て

いる瀞唱趨壌づ轡の礫は，粘板轡が黛。三倒的に樹く，珪熱卜片

器ゼ石灰署ずなどからな雛，漸移的に上部の湯瀬禽礫凝灰

嚢に移化す葛，，凝結物は，凝灰質の砂相瀦　江明僚なli／

懸購篠二fの小片を混じ、えている．
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る。また』後者の関イ糸はラ穴内沢上流の一，郵ならびにゆ揖q

東プ罪1地小沢において観撚される。贈鵬と本層とぴ）不

整・合関係はタ隔凝所によ塑浸食　が異なるようである。す

なわち穴内沢上擁では，傾斜不整合的で亭あるが，東への

1延長づy向の兄購》1戴方1．1．μ趨での不整合は，・～1差行不整合鮪で

ある鵜
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　化石；認めていない。
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よび鯵揖を拶ξんでいる。またl　l艦通慕　　異欝潔混じ

えているさ礫は，穴内沢麟と同様1下期韓古1麟ならびに

兄絹／からのもの㍗ある⇒

　その大きさはラ21報⊃灘内タトから5欝歯主内1外のもので淘

汰は悪く大小不揃いで全般、ど通じて円礫を示し・概L・て下

1．暇凱おいて多く潔窪する、主体をなす酸性凝灰岩は，淡

緑色をぷし、，一・般に小型の石英を少量含むもヂ）である。

　下位層との関係1穴内沢層と漸移関係を示す沿

　　　　　2（）（）～蔓O窃鷺内外てき澄）る“；概して簡八馨癖！げ寸薫薫の

アッッ。！ヌフトを箋菟麺してその両｛期“竃鯵響く，』痕方縫拶患で薄

くな、る藩1概1がみられる箒

　イヒ、石1藩矯嚢1東方の1米チ罎ノi伊i蕗舞こおいてθ語・ε縄らしきイ篶

澤ぎの繕藁片をび外ている／ξ二郵すぎな斗・、

　窯．慧，尋　獲嫡含化石顔

　この地麟は，今圏グ）調、藏の結果新しく化薫を驚雛した

地層である．

　模試講滋1兄州、丑．葉荒ゴ惣糞域

　分霜1繕萎式地付近か1ろその護方1Li蝿主にかぎごナれ、てい

、る。

　鷺相謎主さ1：して膿緑魚一チ灘二慧ぴ一ト色を墨する禽泥

凝灰麟礫矯であ15．部分約には泥写硬　多く禽む場溝も

みられる。一、ヵ逆に溌、轡礫を　ノたく混じえない部分も

あ懲。その他の嚢酵繋嬉｝は，齋盆り轡癒らび紅兄舞i麟から選叢

ばれた小醗角礫（5（二m以下）であ禦　礫質は，古生層

の粘著蓑岩が縫三倒的に暴く盤灘　ト片潔などからなる誉一

晃本凝灰濡は，構成岩相か畜みても墓性i約感じをうけ

蒙4・一一乱暮蟹～）
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〔穿、癬灘や，，搬魏鍵編躍秘．，などの難化石がみいだされ

た．とくに漁～認　　が多い，、

　蒙，蒙，馨　玉蓉帰1鼻容麟誓轟蒸鰹蔦、1暮／韓

　秦欝 紘地：才灘橋か詳撃膿畑に嚢難なる米代川沿燦

　うン布l／襲試二綴三鳶　 鱒ソ節米｛慧川蒸．隅lliま磁

　1器粍il三説とt　曳票fノ麦聾．1．霧讐餐馳陰蜂繕結1疑勝℃蜜〆磁らなゼズぐ

い恐。熔結凝灰燐は，褐色・灰蝕・瞭緑色などを隼すも

ので宰畷ブラス響ξの．レン．ズ．1犬業尋麟仲のほ力星身蓋．、の舞4琴ま・チ

ャ…卜峰迄安1駿疑などの角礫を含み》また石英，提事

粒などを含んでいる．離分的には畢1英安山嚢の小岩体を

シツレ薩犬に1愈さみ・磐　その駕灘賦，i灘／驚ではなマ㌔

　ほ彗立／麟との1チ、ぐ捧系1舞慧馨餐鰯駐鍛iが謎轍象くll婦／寮で1震蹴い粟多

少傾斜角壌1に1差がン罫られる1，したがひて不整舎に．オ姦る可

能穏三も凄）る、、とく轍地域醒審獄ζン発鋸㌧れ懲・兄州隔1．喜化；蕎麟

紅：対／、£、辱一る躍搾蕪がみら壽Lオ“いことからも；雛渤／さ悪し礁“い

ずれにして亀、本地域において，本麟と下脚勲、の閣係で

1響餐難こ謬嚇ること／歳奏霞i葵篤であ、登“

　／鰻夢響1　鷺（x）一3（／（）雛訴1縁タト鷺

　でヒ豪ぎ1葺忍めて㌧へな㌧・牲

　慧。嚢．難　谷眺瞬舞

　考／褻塞多　・鷺（鰐） 餐憂擬．1ぬ＞ら藷華て、、IIゾ難鶏／と一ド主捗膏i鮭こ驚ソく懇騒て∋

き恐、、．ヒ彗餐峯を嚇薫藁赫藁嘉l／醸！鉾　陸ひ継簿i三を1谷終1音l／／欝と乱、ザぐ事及

誇、・．）ノご鼎

　1）　壕藩1嚇蒲／／，1

　稼罷業℃簸疑1圭嚢驚麹糞鱗｝叢1膏iけくず乍素尺

　・う＞擁『1∫癒霞覆1幸糞難畜1彊）餐契驚℃重甑な罫．）奪をこま藁1谷邦1一†竜、ノ爵撰『絹

の沢憧一纂だけにi1分；ギiぎ一する讐

　ギ暴麟1凝iソ　婁職1．粒鴬♪姦・曽購強一糸lli率鉱爾夕渥、デな華衰びに忌畢墜ぎ

凝灰砂礫尉との薄蓋二壕擾雛臓し，部分的に凝灰質淡暑を

ブセ顧計す箔葛“　まノ烈一膏i／び1壌筆　赫乏露麟勿をダ野宅欝す釜沁蒙慧で本i翠募こ

、みて等1歎聾琴（ノ薦義鋤な鰹！（？驚薫灘1舞1．気薄套積翼議）考譲．墨立薇碧更，熱1を噂誕

／本とηする躍叢適壷麟茎・桑、らノニ糞・、ドぐ、・礁。

　脚ド餐が縷と亭）鐸賢算1琴騨難群套籍驚馨レでろ曳ら叡・る、よ許1靴歯ヒ畦嚢

1約，　ド｛壷／　弧．／蜜し、宍こ｛・／臓な矯“）・みε、耀唱戸しること爵　なら一雛｛に，

環地形的にみズ低地紀みられ、ることか1㍉，あるいは，下

泣鈴いずれの地層、とも不整合関係がγ想、される章 岩繕は

、／雛、蕪慰携一。ヒ導らのレ・う1墓鯉、i爆尋に難暖／羅、壌島る◎

　1翻、妻類勲一灘鷺内外、、

　｛じイfl纂慰鍵）判ぐ㌧・詫糞、・9

　2）　講／藁餐、覇欝善

　1嚢欝℃葦建1，1短1蟻礁・けブ擁墜芝／繋1東プ外ノ、穿ノ1・1最

　ラぎ鵜l／驚寒∫癒韓磁窯ブご1ナにラ。〉噴許ずる難

　癒禰1縫色一褐灰色凝灰質砂！l醜羅雛をこ1．露し，部分的

／、二濃辮敢さ才しノご謎謎1貰餐ζ靴魁雛訟ね馨，騨マ・藻1をプi㎏善三噂鴨る9　蔦び麟1

藤二き髭ヒ藝交ド1勺ほぐ餐媒こ薩篠』ずぐ多く二奪嚢三1＿ 姦二篠む1犬を蓋戴摩㎜鷲｝ゆ撫髪

化すると釜千板岩状φ剥濯！誕性を暴す灘峯響敷がみ・転ンれ

／箒、藷

　ド嚢2／　ごぴ）i総｛系1・駅1，舞爵　しか・し、’谷眺1覇≦／，．華に遡外ら浄も嶺瀞壽

雛丈鐵婁疑／　碧夢肇をと蜂縄薙玉擬1『ド奏笠に・みら馨／もる灘躍獲婆露沙を1糞と肉

縫熱矯に嚢襲／以曝一馨妻こと寿誌》，窯塾1湘／麟の、、ヒ螢1轍茎軟醗に望麓な凝〉

｛4）と　」㌢τぐレ・蒸）“

　蚤，ノ“㍑驚（）解50難ρ嘩．全ト

　｛ヒ豪、ボ1巽謬・認〉てマ・なマ’9

　驚．蕪第澱紀屡
　罐畷癒蟻覧の藩li燕　 は馨㌻雛隷馨杓一iぐ螢二に麦〉愚〆谷拝灘1容緯貿疑謄ミ

〕霧雄1潜シラ、／桑鱗農　塵譲磯魯｛焦続1段i達づ難騨l／鰹煎ら難鷺こ窯中零毒！し1

か穿購球1さ渋、る⑬これら第離ii糸爺煽のプく嘉1シ分はヲ超蓑麟蔀奏1

部の花i繍盆超孟！氏／患ン潜の／解室糧鳶醍愛山地ぴ霧覇難蕎メ癒にi籔ずブぐ

　フ布鋤る礁　乳〆たがつて今甦1の1 娘鯵と博瑚る，調礎暴重霧くと騰1接i

l編イ系がない礁て∋錦ノ壕鰻満搾に幸i鱈勃する9

　黛，毒火成灘類
　本媛辞或内に避嬉ら酵蓄るゴノ烈戎蟻巽こ蔦華f英i斑三1毒二舞よびζ薫縫鋤

器・流紋ぞ旨聡英安纏養蹴窺どが認め瞬1轍．

窯羅，呼一 顕《峯黛㌘）
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驚．轟．璽　　居喰輪井童尺翠避英薦蝦岩

　撫湊嚢井沢から八妾1編こか1ナてカなり広峯燕1鰯の1分￥i達　デ

し、ている、，岩質は，澤廼斑岩紹’体とし部分的に花1鰻概

潜状を呈する部分がみられ鵜。全般的／嶺蜘盤，懇質で塊状

を、議し，肉眼的には，輝欝づ静貌等の有色鉱物の小斑

蓄熱が磁舞認され為唱本攣嵩体は，いわ》る第薫紀二花熊麹響籔4Y）

欄縁麹と鷺えられる鋤溢入時蝿は，二多少縄纒が爵）るが今

回は第3拳ξに示したように擁乱川層の比較白くり後薄賢こ遊入し

た蛙1体と翼7、ごておく。その産状は，餅盤）1プぐを星する受、の

とf簿肉、る、，

　窯、毒．窯

　本葦．1体酵1，地域東購部折合1蹴二1二1流，穿ll又沢および南又

沢付近と，穴終i沢曾！齋癒の黛叢1所紅お秘ゾぐみられる。攣1ノ襲

は，1、1色一灰緑・色を示し、ほとんど肉眼では斑離！がみられ

な』・、いオ　》る斜長流紋岩に喫　1するものである。塊状

i珪繁ξで，　鰹羅樂イヒ糸難編セがみら薯隻、，　縷失歪蝋の勲鋸ヒが欝孝めら謹馬

る。溢入の時期は，ジ込篤期末期ゐ栂穴鍔騒沢期中期のも、の

とである。産状は，海脈状が大擁玉分で，一部では盛．．塑．塾

力黙凝tを墨ζ“すものと考える。いずれ靴しろ本岩体1；嬉手吾

質ならびに分布状態からみても，前述した蕎英斑娯を母

！本としド曇岐した融言1ヒぞ謬える』の二つは，穴内沢｝i二

流グ）本岩体の分鵜多1郵内においズ雛1察される、、すなわち，

一一期蕨〉は撃燕渉黛萎1，・ 一隔iンはセ瀧葦虻慧纏夫を蕪鉱している。

　慧．毒．韓　ヅく内雀澱牽瓢館蒙1

　本；岩は，地域南部ならびに穴内沢中流1こおいて観察さ

れる。二岩質濠，多くの場合灰窃繕鱗誉質であるが，鄭分的

／こ軟質で角礫化構造がある。し．かし燭礫と基地の両餅の

境界は，不明瞭で備ヤ墨ヤ烈藁然に移り、憂る．また軟質

の都分は，多少砂質難ジ繰、状を憲1、多孔質である．とく

に擁翼景宕体のま1寺農敏はラ欝鎚饗な1覧メに溺蕉理、季黄造・が、．しく発1運遮し、

ている、1驚灘嚢・窒糞翼よ，縫紹密質置で髪）凝）音i／ラン1こ、よく1発美蒸／、．，

三飲膿ζゼ多澤し質遼）湘溢ン・では，発貧嚢していない，、i差』への1癖麹／

は要湯1頼，期中、期～兄州含化灘1・期翻期にかけズと灘えてい

る軸懲麟犬は跨シル擁犬を慧し射る1等i拓ンがプく1鰯テで一 ・1等llでは，

岩脈状を鉱している幹本岩体は，爾述した爾白色灘嫉岩

体との直接σ）関孫は記．1）かめないが君鄭卜、ごらく別聯1体と

灘霞、る．

　黛．毒、轟　プく内むミ玄暴墾葦｝

　　本撃季はラプく内讃難一きi溝韮におい ぐ／カ！錦イ蝶認され、る〔1峯鰭質

はラ糞音1天｛色で一や喰，1光むくがあ！）葬無斑離1び）華華了である。懸1ノ、

の1籍期は，覆謬慧檎杓3；期のもσ）ズ餐熱る。藤鱗犬は，辱i導さi～

　窯凱内外の薄いものでシル状を．．、実る．撒の鵯体が汐他

ゲ）、麺三」戚のどのll寺階の1玄選♂i灘　＿相　ジずるか不1男で1鄭る，、

　黛．尋，彗　鶏渉く　藁蔭る由港警

　　本岩は，地城東方白沢ならびに薦倉沢申流にみられる

；壕体である。　霜質は，新鮎統嫉響では，蓄炎緑雛翫｛涌、し．，風

化すると暗灰愈＿　紋i．ねぎ状に強冒としター一兇玄武；轡鮪

騰睦難、する、、態娠一蟹では，赤褥齪「『．い影湘謙

理が観察され為．本岩は，魔般的に風化が著い“後述

する高1禽沢安1琉岩に比較してかな醤基雛三のものである。

いずれ蓬、本岩体については，雛微鏡下での報告を象り

て，くわしく述べたい．溢入の隣期は，湯瀬期の中期か

診，後期1こオたるもので欝る葺産状韓二・大部分が1岩脈状を

薫し、，一一一郭で韓〔，熔緯1状を暴する。

　蹉．鴫．馨　i犠倉沢安窒山藷曇

　本蹴は，需達倉沢ド流ならびに穴内轍1ぐ流の黛鶴所にお

いて観察される。岩質は，ガラーゼ叢で蕎螺麺憶i総晶が大き

く，ほとんど変衡していない嘗§熱，入は，、兄畑期末期で；本

地域におけるも畷、，とも新期の火成活動である。産状は，

摩：さ紛凱以内の脈編を示す岩脈状である導肉眼的にみ国’

鍵．畑’熔結凝灰騰騨）業1質に．歎く類似することか1も）このll寺

代の火費贈舌動に1藩1係のあP雛禰薫であろう。

　以　L，本地域の火成璽 睾にメ）いてび）概要を報告したがこ

れらの活1勧）雛寺霧鞘蓬ゴ要約すると第3畿ぐノ）、教うじなる台

著幽

一

窮　3　難

麟一

3．地質構造

　本地∫成は，第2i網で鳶妙すように多くの鱒擾双によって地

雛．姶地ぞ齢1犬を黛、更〆｝丸いる．ぐのなかで幅本地メ覚のメ想質構

三憲的鵜ヌ、、舞響麟は夢八、、馨1灘容おな翫1争電♪とするアップジツ

トである、、大憂よ単冗でみるとこのアップllフトは類黄9

㌃》一…ss£の方向を1拳一づ脆。幡載地1或の曇餐孝資区はノ乱響慰鮎アツ

ープリツトを中、溢と1してその麹辺にノ1＼堆薫鵜、二が東ぞ薫南北に

ひ桑、けて馬・る、、擁一なわち，穴内沢を中心とする讃二方堆．積

区ラ馬．場沢・趨禽沢・兄川｛馨を惣、含する露方堆稀ll〉《し夢計

合沢サ、野熊拝沢上流か揺1方へ発達する南方堆積区》谷

内から熊沢にか轄て発達が予想される顧方堆積区（この

堆積区は，いわゆる花輪低地帯紅遵なるものである）等

がある、，これ　、の堆積継二を鎌切る翻次的な構造背景は，

駕婆購1にみられ．るように小豆沢～入森l！．1に連なるノ・…ズ

状構造，湯瀬付近から八森覇アッフつツ擦こ連なる小ノ

ーズ状構』造声　汽趨鶏アップリツトに憲　£る騰禅熱衰アツヅ

1ノフト，ならび紅折合沢アップ夢ツト，および白沢山アツ

プリフト，なびに折合沢アヅ胸フトと麟熱ま1アツヅ

！穿ツトを結ぶ潜貰1反映状隆起帯等がある。以．．L騨）ことが

らが本ま也域における構造・的兇地か翻ン義た基調¢あろう。

（礫1）
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鋳事　墨　 11麟

　霧．量禰曲

　第4，図に示すように，化ブy，唯積1蓋では小鷺二択ノ・一ズ状構

造と湯瀬ノーズ状構造との問紅1つの小ノ…ズ状購造

と黛つの北に沈む小趨二鷹彪砲．斜がみられる。東方堆積区

には，　躊自翻ミ中・流より、罵場議幾に3褻なるまつの二酵斜・と芽　白妻穫

山アヅプリフトとむ黛合沢アツプリフトを結ぶ潜1烈：獲映状

隆起帯とのあいだにみ1）・れる小海斜がある．晦方堆積1、鑑

は，高毛山を中心とする粥に沈む母、底．籔斜がみられる。

藤方堆積1翼1では，神積平原に覆われて不明である，，総体的

紅みて本地域の禰曲の方向性癒らびに特徴については，

次のような甑とがいえる，、すなわち，北方・1菊方の爾

堆積区、では，八森1圭い湯瀬山・折釜㌢沢アツプ1ノフトに対

し舟首をつ所鳳んだような形態を示い・ずれも舟尾方絢

に．沈ん，でいる、、これに遭叉して東方“蟹方の欝1堆・積1戴に

おいては，いわゆる背肇嚢プγ睡／酬？！1．げ蕪ブy向の鷲……一自蕪・魏．醤

鑑一SSW・N膜W一呂＄鷺等の方向をもつ禰曲がみら
津1、，　カ〆）＝予鷹1さ撫ノる藁

　讐．鷺断履
　本超罫或には，多くの脚籍謙が嶺｛認さ才も》かつ予1轡されて

いる章、これらの断層のうちとくに1大きなものは，第蔓図

のように八森μ．i断／麟・居熊井壽郊峯群韓・兄川断麟およて∫湯

1頼1 瞬析麟等峯がある。これら疑）断1輯の方静／’控は3業溢ずしも

　一定の方向を承していない。すなわち，八森山断層は，

ほぼN…憾方向，居熊井沢断麟は，瞬Nw一一s　s奮方向，

兄川断層は，韓鍔鴛　鷺呂W方向，湯瀬山断・麟は，ほぽ

鷺一一W方向を示している。本地域全般にわたっていえる

ことは，、兄州断層方向噛一なわちN翼鷺…ssw方向をも

つ断層系列がも㌦ン、とも多い、、ついで，N　呂方向》鷺一

w．塚ヂ的の套瞬であ凝・。また：これら、i断1韓1ま，凝藁埴瞬ヒ』東二部にも

欝とも発達し，』ぐいる、．憲た堆積区別には，東部・北部両

堆積i蕪1紅おいて蕪瞬1・1　38W方向が優れ，八森霞アツ

プ！l？卜付近でN－8方向，地城南東部の湯瀬山・折合

沢1瞬アップリフ1・醤円1蕊では，　鷺 一、へ1脚蕪N曳犀一・＄呂蕪の

方時／をもつ断層がすぐれている雛こ叡．らの断麟は，機蔭し

て隆．…遥鞭！を1睾る・として沈轟準音限こ1韓かい就蝦》｝1プミに塁客ちて

いる傾陶がみら、れる、、またこれらの断層の活動期は，概

して鷺一W脚鐸NW一一SS蓋柔方向のものが古く・ついで

N－Sプ隷韓のも群）力三これについて㌧議歪菱にNN鷺一・88

キ》プy誇重のもの、と㌧・う1薩ギぐ注斡ろう。

　壽．糞　走陶　・1環余斗

　本地域の走肉・傾斜は，断層の霧くの発達とあいまタ

て複雑である。しかし、雛電したような構造背景のなかで

整趨ました、場合，本地葦或の…般的震塁走／憩・で瞭斜は・次のよ

うなことがいえ榛．すなわち各堆積区の申心部にギ韓かい

億ぼ平行の走向方麟を示している．鷹た頓斜は・地域東

半分すなわち八森暴、1アップ凄フトよ剃藁方地域では，比

較的緩傾斜を示している。これに此較して灘方堆積区に

おいては，かな、蜘惣、傾斜がみられることから単原下の構
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るかは，さらにこ褻かい調査研i究が必要である。／、たが
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こと力烹1㌔、駈ず寸霊菰し．て二講・ま灘1、こ葦　己てfノヒい，、、

　　（対馬妻ヒ1こザ》マ・て彊ニタ　さらに嗣繁露竃醸1を／誕1大静し，多　力ずつ馨・

題、強を漁菊灘したゴ／憂1こ二毒籔ノ“喜一騰。）

　liタ兄川層は，浅近海轡三鰭1積オ麟を示し擢麟勢化葬を産す

る。　そダ）準郭挙隷激，　1翼卦》鷺（）0重纂で・ある¢　また二ご』の飯乱糞ぴ，1と

l／lのプく鉾1妻鄭撃1と1駕ラ　プ覇渥〉力豊澤く蒙1茎蕉ギ“ぐ穿ある。

　（舞1）　ヅく1内薪難多藩譲，　磯麟　誉　1．．／本と躍一る拳客ちこ詳舛撫～ノ濁澄

相「を墨銭1呼－，　薫　躍藝こζ紅哨ては，　　i　O〔）鋤内ゴ外σ／　摩1を・示す箒

謹た本層は，場所によ蜂尖滅する、、…1勲適湯瀬葱礫1凝灰

寿／lご／欧，　鐘舜拳多づ一る，、

　3｝　湯瀬￥欝　岩鎖暴｝層は，　での名のように』含礫　（翻角

礫～1需礫）状を　　江する，　いわゆる覇斐色垂疑灰桑翻である、，卿ヒ

泣の兄州ミ¶、化；鷺層と漸移闘係　 3無1ヤものと†麓．IL．てい

るむ　まゾと擁幻鰯の疑鱗、㌦藤掌1・粒強こ，／氏蕃驚ばノニグ）澤／．乏の葦、、彗斎1をずぐ
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恐。

　⑥火成類の肇攣微とL，て北秘・醐暴域では，し，、ばし、．ば

麟武岩を鑓一峰痔隈1齢に妻ン．雀、ている。　もたがッて翼舞重逢愛威1監二

みら尋Lる穴内沢玄王1驚藩1もそび）趨葺球に／βて㌣嚢 要で凄，ろ

今、、

§，考　　察

　1諭述した：多くのこ、とが1・をもと紘して，本地繍の耀茎積

彗．態ならびに構造発逮の黛～3に晦いて考察してみた斗・，，

　蒸．業　堆積聾鋲i態

　憐競1聴糞驚にお脅るま懸葎1淫努藤を考幾…潔）糞編こ夕　欝耀奮1区にお

ける堆積騰の層位1鶉係を示す必要がある。第尋表にみ華｝、

れるように，本地滅跨1饗堆積区における渥、位関係は，各

鰯縛嚢鑑ごとに多イ鋭群）懇暴がある。このことは．後でのべ
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騨　変化隷，第欝図に示すように東方堆積賦、轍も・走も
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　プ聾執嶽養毒騎の準惑携　変イヒ、／汰，　オヒプy堆窒義iズ、に審5斗・て，　も吟と

も潭二く，ついで，捧響プy薦套難鋒鑑，鋳戴プy堆運馨醸．という纏鞍、二ね

る軽灘方堆積i鑑にはタ本，轡相ζこ相蜜摩“る運．、ぴ）は明らかで

な。い巻

　湯灘期の層／㎜ま灘化韓1，、兄芦け魏とは相反藩舳　矯、積形癒、を
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ププニ1盤奪、難．鍵）一一欝i繋㌦ニノご1　纏避蟻捜岬ている磐　そグ）ず撫グ）翼糞稀貿葺こ

～焦，　こ浄Lに率藝　ヂずる躍麟ζ羅／壌li男らカジ雛ない難

　ラ1三燃鱗の堆積物は，北方雌講、麩にみられるだけであ一・

てf瀧薪）轟惣簸黛1で1汰1鷲ぎ㌧カずびなマ・，、1、，講の等変イヒ／震，　ヅ罵・嚇韓の

堆績形態に類似する。

　、谷内期の堆積物1、柔磐事織方堆積麹だけ／瓢発達する｛、ので

あついぐ｛滋グ）翼嚢奪、懸ン誉1ま1碁強謬、）カゾ響な隷・肇

　以回1壽地ま，黛の各嬢積時の二唯積　の変化を述べたが，第

葺選iに落罫　潔，慕ように豊慕・鷲デし．．も…／1）び）ブ葬鵜／孟1三力窯欝弄ら壕集な

曳㌔　煮グ）こと曇汰，讃謡斑糊蛇の摩韓濃鎌璽馨力の発趨銭愚灘鑑ととく1こ

多くジ）愛野“で’撲葺璽力＆澄》る。　寒た噂驚嚢鉱鵡黛翻襲全携貨を滋難じてカ

！）不、女定要素を量）つ岩鞘が多いとい撃）こ藷とも関遠t・慌『

斗へ礁』て峯凄》薪～う。

　．．配述した、ことがらは，各圭整積1茎轍お／する耀．轟　マ鱗・化

について述べた4）みである。し、たがつてここて緒よ，、駈．述

した各響轡醗地謹一一・定の方翻すなわ・東一薦方向ならびに

南北方向にして扱かってみると，第刷 1および第帽蟄の

雌よう碁鶯オ“るo

　膨、＿ヒ覇）よう鎖講鎖1磁鵡建ぴ）譲響舞叢穆が藍、耳のプく書ilづ渇激，　ノ卦葦躯ヲ森グ．）

畿難孝麹杉1簾を胃景』ぐいる。瀧のことは，‘下粒1ぴ）瀧露鶴期の薫葦ll

積相と，皿ヒ位の海退期の耀鐘蓑響が姥較的接近した揚にrあ
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券とみても、悪い．このことは，本地域の堆積量全爆1厚か

身みてもいえそうである、、したがって本地域の擁．積の．多

は，糸幾辺相に相’鍔噌るか，あるいは，他の地糞戴韓ぴt較し

て不安定聚籔がすぐれていたか吟どちら粧である・しか

し第黛麟でみられるように本地域は，北秋田全般を通じ

て鑓叢寿雛の爆出驚i雛穿1のプくきなことからみてべ瀞は韓織貧にの

べたとおり縁辺掘、としての性格が強いと考えられる。

　馴述したことがらを蜜とめて本地城の堆積形，灘を滲え

ると第釧灘のようにな纂、、

　聾．慧　構遣発遠史

　本地∫戒は茎第驚隠iで示づ鴨ように多くの断峯菱帯によって

多くの地，い地溝を　こしてい恐．しかし大き毒購x、艶み

るとノ森1．しiア｝ソプ夢フトを申’むとしてその周辺にノ！＼」雛｛窯

の構造配列がうかがえ恐。し、たがって本地域の欝造縫達

を毒える漢えにもッとも必要な要索は，八森山ア｝yプ》

アトの角牟明にある。
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ろ甑、
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期にすでに潜1駕二として第S図グ）ように鞍部を形戒してい

た論その録かでもっとも麟1くラかつ広い鞍峯鶉に嘩麟当する

ものが八、森山付近であった蕾みう、、この八森由付近は，、兄

川期末期ξこ貫入毛、た居熊井沢石悼英癩三寿誓の突出によ鯵急1敷

な隆起運動が起こ錫君、川繍を侵食の場へ突上げた．象た

」づびこれに梓う，ほぼ鞍一一s方向¢）断1馨1が起こったゆこ

の急激な隆起運動グ）ためそダ）東方一薄方に沈降音碁が発達

した．

　これに対乳／℃穴内洲欝で特徴づけられる急激癖落込

形の堆．積糊が埋立てている。さらに濃瀬i期紅入っても禰

き続ぎ隆趨部と沈降部は，逆転することなく沈降労隆起を

続けている．しかし前者の運1動に比較してその運動は，蓄激

弱なものであ・・）たとみ1㌧れる、、このことは，湯瀬期のま綾

積物がかなか調和をたも・．〉ているからである・しかし兄

畑期に入鳥や．鉦述した沈降部・隆起部は，再び沈降およ

び隆起運動をは賦鍵）兄畑期の堆積をみている．この時期

の葵璽“動にノ伴〆）て，醤報鷺『『ss、ダ方輪1の断1麟が発達し

た⇔また，折合沢アップ！ノフトーlli沢1、liアッヅ導饗トを

結ぶ潜、癒反映状の地塁》ぐ突綴が簸糸冬的に形成されたの｛、

このころである．しか1』の地塁状樂出部は，騰熊井沢

石英斑岩の貫入時期にすでにめばえていたものである。

、一ヒ述“した発畑，期を護灸壕憂にしてノ身なくとも地ま成．東プフでは，

プラツトホーム状の隆起を続け，谷内付近に沈降部が移

つズ斗・ゼ）。

　以、Lのことがらからみて貧本地露戴の縫季造1発達ζ7）予杉態と

しては，従来一一般にいわ戯るよ鋸こ東方から騰方に構造

盆1環三が移鋤してい蕎ようである、、

韓．あとが越

　以．ヒ，本地域び）地質層序およびこれ建塵つわる若干の

閣題につ1・、てその概要を報告／、た．じかし地域全般にわ

た弓て同一の縁的で観察したわけではなく多くの闇題．1、獣

があるの

　した、がぜ・て39年度以後さらに検討を加える必要があ

る．とくに疾のS，鄭こついて再検討ならびに調査が必要

である。

　隻）　兄州簾1（浅近海・霧1三堆積層）は，北秋紹金属1鉱／末縛1

集地域のどこの時階に絹当する一堆積麟か．

　盤〉　層熊井沢眉諾奏蘇輩撃汐）貫ノ、の時期誉

　3／　兄川　i二流付近の兄摺含化際了煽と，熊沢川上流嚢の

沢付近に潔出する化石との層序学的比較，なら”びに老の

沢から東ブア兄川一1二流にヌ慮なる寒背付近までの／韓序の確

立。
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